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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＰ通信装置への連絡先情報を含むＮＡＰＴＲレコードを格納しＩＰ通信装置からの問
合せに応じて前記ＮＡＰＴＲレコードを返送するＥＮＵＭサーバとＩＰネットワークを介
して接続するＩＰ通信装置であって、
　相手の接続番号を入力する入力手段と、入力された相手の接続番号に基づいてＥＮＵＭ
サーバから相手のＮＡＰＴＲレコードを取得するデータ取得手段と、前記取得したすべて
のＮＡＰＴＲレコードから相手にアクセスするアクセス方法を表すサービス名称を取り出
して前記サービス名称をディスプレイに表示させる制御手段と、表示されたサービス名称
の中から選択されたサービス名称に対応するＮＡＰＴＲレコードの連絡先情報に基づいて
相手端末へ発信する発信手段と、を具備したＩＰ通信装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、ディスプレイ上に表示されたサービス名称の中から１つのサービス名
称が選択されると当該選択されたサービス名称を強調表示させると共に対応する連絡先情
報を前記ディスプレイに表示させる請求項１記載のＩＰ通信装置。
【請求項３】
　前記サービス名称は任意に定めた文字列からなることを特徴とする請求項１または請求
項２に記載のＩＰ通信装置。
【請求項４】
　前記サービス名称はＮＡＰＴＲレコードのＵＲＩに含まれることを特徴とする請求項１
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から請求項３のいずれかに記載のＩＰ通信装置。
【請求項５】
　ＩＰ通信装置への連絡先情報を含むＮＡＰＴＲレコードを格納しＩＰ通信装置からの問
合せに応じて前記ＮＡＰＴＲレコードを返送するＥＮＵＭサーバとＩＰネットワークを介
して接続するＩＰ通信装置の宛先表示方法であって、
　入力された相手の接続番号に基づいてＥＮＵＭサーバに問合せて相手のＮＡＰＴＲレコ
ードを取得し、前記取得したすべてのＮＡＰＴＲレコードから相手にアクセスするアクセ
ス方法を表すサービス名称を取り出して前記サービス名称をディスプレイに一覧表示し、
表示されたサービス名称の中から選択されたサービス名称に対応するＮＡＰＴＲレコード
の連絡先情報に基づいて相手端末へ発信することを特徴とした連絡先表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＥＮＵＭ（tElephone NUmber Mapping)を利用したＩＰ電話システムに適用
可能なＩＰ通信装置および連絡先表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年は、多様な通信端末（一般電話、構内電話、ＩＰ電話、携帯電話、パソコン等）が
普及したことにより、連絡用の端末や宛先番号をたくさんもつユーザが増加している。一
方、インターネットリソースと電話番号とを対応付けるシステムとしてＥＮＵＭが提案さ
れている（ＲＦＣ２９１６）。ＥＮＵＭを利用すれば、１つのコンタクトアドレス（一例
として電話番号）に対して連絡先となる複数の宛先番号をＵＲＩ形式で登録しておき、発
信端末から着信者のコンタクトアドレスを入力すると、着信者が指定したいずれかの端末
へ自動的に転送するようなシステム構築が可能である（例えば非特許文献１参照）。
【非特許文献１】マスタリングＴＣＰ／ＩＰ　ＳＩＰ編、第１４章（ＤＮＳとＥＮＵＭ）
、Henry Sinnreich Alan, B.Johnston共著、平成１４年１０月２５日発行
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、着信者の登録している複数の連絡先（アクセス方法及び宛先番号）を、
発信側の端末においてどのように利用すればより使い勝手の良い機能を端末に持たせるこ
とができるかについては、具体的な検討がなされていない。
【０００４】
　本発明は、以上のような実情に鑑みてなされたものであり、発信者が着信者の１つのコ
ンタクトアドレスを入力すると、着信者側が登録しているすべての連絡先情報を取り込ん
で画面表示でき、その中から発信者が選んだ連絡先に対して発信できるＩＰ通信装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、ＩＰ通信装置への連絡先情報を含むＮＡＰＴＲレコードを格納しＩＰ通信装
置からの問合せに応じて前記ＮＡＰＴＲレコードを返送するＥＮＵＭサーバとＩＰネット
ワークを介して接続するＩＰ通信装置であって、相手の接続番号を入力する入力手段と、
入力された相手の接続番号に基づいてＥＮＵＭサーバから相手のＮＡＰＴＲレコードを取
得するデータ取得手段と、前記取得したすべてのＮＡＰＴＲレコードから相手にアクセス
するアクセス方法を表すサービス名称を取り出して前記サービス名称をディスプレイに表
示させる制御手段と、表示されたサービス名称の中から選択されたサービス名称に対応す
るＮＡＰＴＲレコードの連絡先情報に基づいて相手端末へ発信する発信手段と、を具備す
る構成を採る。
【発明の効果】
【０００６】
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　本発明によれば、発信者が着信者の１つのコンタクトアドレスを入力すると、着信者側
が登録しているすべての連絡先情報を画面表示でき、その中から発信者が選んだ連絡先に
対して発信できるＩＰ通信装置を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明の第１の態様は、ＩＰ通信装置への連絡先情報を含むＮＡＰＴＲレコードを格納
しＩＰ通信装置からの問合せに応じて前記ＮＡＰＴＲレコードを返送するＥＮＵＭサーバ
とＩＰネットワークを介して接続するＩＰ通信装置であって、相手の接続番号を入力する
入力手段と、入力された相手の接続番号に基づいてＥＮＵＭサーバから相手のＮＡＰＴＲ
レコードを取得するデータ取得手段と、前記取得したすべてのＮＡＰＴＲレコードから相
手にアクセスするアクセス方法を表すサービス名称を取り出して前記サービス名称をディ
スプレイに表示させる制御手段と、表示されたサービス名称の中から選択されたサービス
名称に対応するＮＡＰＴＲレコードの連絡先情報に基づいて相手端末へ発信する発信手段
と、を具備した構成を採る。
【０００８】
　このように構成されたＩＰ通信装置によれば、発信者が着信者の１つのコンタクトアド
レスを入力すると、着信者側が登録しているすべての連絡先情報を画面表示でき、その中
から発信者が選んだ連絡先に対して発信できる。また、連絡先情報としてサービス名称を
表示するので、宛先番号だけを列記する場合に比べて宛先を選択する際の判断がより正確
かつ容易になる。
【０００９】
　本発明の第２の態様は、第１の態様のＩＰ通信装置において、前記制御手段は、ディス
プレイ上に表示されたサービス名称の中から１つのサービス名称が選択されると当該選択
されたサービス名称を強調表示させると共に対応する連絡先情報を前記ディスプレイに表
示させる構成を採る。
　これにより、宛先番号まで確認の上で発信することができる。
　本発明の第３の態様は、第１の態様または第２の態様のＩＰ通信装置において、前記サ
ービス名称は任意に定めた文字列からなる構成を採る。
　これにより、宛先番号だけを列記する場合に比べて宛先を選択する際の判断がより正確
かつ容易になる。
　本発明の第４の態様は、第１の態様から第３の態様のいずれかのＩＰ通信装置において
、前記サービス名称はＮＡＰＴＲレコードのＵＲＩ（Uniform Resource Identifier）に
含まれる構成を採る。
　本発明の第５の態様は、ＩＰ通信装置への連絡先情報を含むＮＡＰＴＲレコードを格納
しＩＰ通信装置からの問合せに応じて前記ＮＡＰＴＲレコードを返送するＥＮＵＭサーバ
とＩＰネットワークを介して接続するＩＰ通信装置の宛先表示方法であって、入力された
相手の接続番号に基づいてＥＮＵＭサーバに問合せて相手のＮＡＰＴＲレコードを取得し
、前記取得したすべてのＮＡＰＴＲレコードから相手にアクセスするアクセス方法を表す
サービス名称を取り出して前記サービス名称をディスプレイに一覧表示し、表示されたサ
ービス名称の中から選択されたサービス名称に対応するＮＡＰＴＲレコードの連絡先情報
に基づいて相手端末へ発信する連絡先表示方法である。
　この方法によれば、発信者が着信者の１つのコンタクトアドレスを入力すると、着信者
側が登録しているすべての連絡先情報を画面表示でき、その中から発信者が選んだ連絡先
に対して発信できる。また、連絡先情報としてサービス名称を表示するので、宛先番号だ
けを列記する場合に比べて宛先を選択する際の判断がより正確かつ容易になる。
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１１】
　図１は、本発明の一実施の形態に係るＩＰ電話システムが適用されるネットワークの構
成を示す図である。
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【００１２】
　同図に示すように、複数台のＩＰ電話装置（以下、「ＩＰ電話」という）１０１及び１
０２、ＥＮＵＭサーバ１０３、ＤＮＳサーバ１０４及びデータベースサーバとしてのＷｅ
ｂサーバ１０５がＩＰ網１０６を介して接続されている。ＩＰ電話１０１及び１０２はＩ
Ｐ網１０６経由で通信可能なＩＰ端末の一例である。また、ＩＰ電話１０１はＰＳＴＮ網
１０７に接続して一般電話機１０８と音声通話可能に構成されている。
【００１３】
　ＩＰ電話１０１（１０２）は、Ｈ．３２３、Ｈ．２４８、ＳＩＰ(Session Initiation 
Protocol)等の呼制御プロトコルに基づいて他のＩＰ電話とセッションを確立後、ＩＰ網
１０６経由で音声通話できる機能を有している。また、ｈｔｔｐプロトコルに従ってＷｅ
ｂサーバ１０５にアクセスし、Ｗｅｂサーバ１０５が提供するＨＴＭＬ文書を閲覧可能な
ブラウザ機能を有している。
【００１４】
　ＥＮＵＭサーバ１０３は、後述するＮＡＰＴＲリソースレコード（以下、「ＮＡＰＴＲ
レコード」という）を登録するデータベース（ＤＢ）を備える。ＥＮＵＭサーバ１０３の
ＤＢには、ＩＰ端末のドメイン名毎に当該ＩＰ端末をＩＰ網１０６上で特定する特定番号
として１つ又は複数のＵＲＩ（Uniform Resource Identifier）がＮＡＰＴＲレコードの
形式で登録されている。ＥＮＵＭサーバ１０３は、ＩＰ電話１０１（１０２）の問合せ（
ＥＮＵＭクエリー）に応じて、かかるＤＢに登録されたＮＡＰＴＲレコード（ＮＡＰＴＲ
応答）をＩＰ電話１０１（１０２）に返送する。
【００１５】
　ＤＮＳサーバ１０４は、ＮＡＰＴＲレコードに指定されるＵＲＩとＩＰアドレスとが対
応付けて登録されるＤＢを備える。ＤＮＳサーバ１０４は、ＩＰ電話１０１（１０２）か
らの問合せに応じて、ＵＲＩに対応したＩＰアドレスをＤＢから取り出してＩＰ電話１０
１（１０２）に返送する。
【００１６】
　Ｗｅｂサーバ１０５は、ＩＰ網１０６に接続されたＩＰ電話１０１（１０２）の発信者
を識別するための情報（以下、「発信者情報」という）が登録されるＤＢを備える。発信
者情報には、例えば、発信者の電話番号（以下、「発信者番号」という）、氏名、住所、
電子メールアドレス及び顔写真等の画像データが含まれる。発信者情報は、個人の情報に
限定されず、法人の名称、電話番号、住所、電子メールアドレス及び宣伝情報を含むよう
にしてもよい。Ｗｅｂサーバ１０５は、着信を受けたＩＰ電話１０１（１０２）からの要
求に応じてＤＢに登録された発信者情報をＩＰ電話１０１（１０２）に返送する。
【００１７】
　図２は、本実施の形態に係るＩＰ電話１０１の構成を示すブロック図である。なお、Ｉ
Ｐ電話１０２についても、ＩＰ電話１０１と同様の構成を有する。
【００１８】
　ＩＰ電話１０１は、ＣＰＵ２０１がＲＯＭ２０２に格納したプログラムを読み込んで実
行することにより、ＩＰ電話機能、ＦＡＸ機能、電子メール機能を初めとした各種の搭載
機能を実現する。ＲＯＭ２０２はＩＰ電話機能、ＦＡＸ機能、電子メール機能等を提供す
るアプリケーションプログラムを格納する。なお、ＲＡＭ２０３はＣＰＵ２０１の作業エ
リアとなる。
【００１９】
　ＩＰ電話１０１は、音声通話のためのマイク及びスピーカとなる音声入出力部２０４、
着信者の連絡先情報を初めとした各種情報を表示する表示部２０５、テンキー、ボタン、
ソフトスイッチ等で構成され入力部２０６を備える。また、ＦＡＸとして送信原稿をスキ
ャンする読取部２０７、受信データを印刷する記録部２０８を備える。
【００２０】
　ＩＰ電話１０１は、外部Ｉ／Ｆ制御部２０９を介してＰＳＴＮ網１０７並びにＩＰ網１
０６に接続可能に構成されている。外部Ｉ／Ｆ制御部２０９は、ＣＰＵ２０１からの制御
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によりＰＳＴＮ制御部２１１又はネットワーク制御部２１２に接続を切り換える。ＰＳＴ
Ｎ制御部２１１はＰＳＴＮ網１０７に対する回線制御を行い、ネットワーク制御部２１２
はＩＰ網１０６に対する送受信制御を行う。
【００２１】
　ＣＰＵ２０１は、ＥＮＵＭサーバ１０３へ宛先端末に対応するＮＡＰＴＲレコードを問
い合わせるＥＮＵＭクエリーの送出やそのＥＮＵＭクエリーに対する応答（ＥＮＵＭ応答
）の受信、並びに、ＤＮＳサーバ１０４へＩＰアドレスを問い合わせるＩＰアドレス問合
せの送出やそのＩＰアドレス問合せに対する応答（ＩＰアドレス応答）の受信の制御を行
う。
【００２２】
　表示部２０５は、ＬＣＤ等の液晶ディスプレイで構成される。表示部２０５は、本ＩＰ
電話１０１の現在のステータスを表示すると共に、入力された電話番号等を表示する。ま
た、Ｗｅｂサーバ１０５からダウンロードしたＨＴＭＬ文書を表示する。さらに、ＥＮＵ
Ｍ応答に基づいて着信者の連絡先情報を表示する。
【００２３】
　図３は、本実施の形態に係るＩＰ電話１０１の外観を示す正面図である。なお、ＩＰ電
話１０２についても、ＩＰ電話１０１と同様の構成を有する。
【００２４】
　同図に示すように、ＩＰ電話１０１は、オペレータの音声を受け付ける受話器３０１を
備えている。また、電話番号等を受け付けるテンキー３０２を備えている。さらに、テン
キー３０２の右側に留守番電話に切り替える留守キー３０３及び音声を外部出力に切り替
えるスピーカキー３０４を備えている。さらに、テンキー３０２の上側にワンタッチで発
信可能なワンタッチ機能に代表される各種機能が設定可能なファンクションキー３０５を
備えている。さらに、側面部にＩＰ網１０６に接続されるＬＡＮとのインターフェイス（
ＬＡＮＩ／Ｆ）３０６を備えている。
【００２５】
　ファンクションキー３０５の上側に、液晶ディスプレイ等で構成される表示部２０５が
設けられている。表示部２０５は、例えば、Ｗｅｂサーバ１０５からダウンロードした発
信者情報（発信者番号や氏名など）が表示される。
【００２６】
　図４は、本実施の形態に係るＩＰ電話システムにおけるＥＮＵＭサーバ１０３の代表的
な構成を示すブロック図である。なお、ＤＮＳサーバ１０４やＷｅｂサーバ１０５につい
ても、ＤＢに登録されるデータの内容が異なる他は、同様のハードウエア構成を有する。
【００２７】
　同図に示すように、ＥＮＵＭサーバ１０３は、サーバ本体の全体を制御するＣＰＵ４０
１を備えている。このＣＰＵ４０１にメモリ４０２が接続されている。メモリ４０２は、
ＣＰＵ４０１が読み込んで実行する本ＥＮＵＭサーバ１０３の制御プログラムが格納され
るＲＯＭとしての機能と、ＣＰＵ４０１が制御プログラムを実行する際のワークメモリと
して機能するＲＡＭとしての機能とを備える。
【００２８】
　また、ＣＰＵ４０１にデータベース（ＤＢ）４０３が接続されている。ＤＢ４０３は、
ＮＡＰＴＲレコードを登録している。ＣＰＵ４０１は、例えば、ＩＰ電話１０１からＥＮ
ＵＭクエリーを受け付けると、ＤＢ４０３から該当するＮＡＰＴＲレコードを検索してＥ
ＮＵＭクエリーを送出してきたＩＰ電話１０１に返送する。
【００２９】
　さらに、ＣＰＵ４０１に入出力装置４０４が接続されている。入出力装置４０４は、例
えば、キーボード等の入力装置と、ディスプレイ等の出力装置とから構成される。入力装
置は、例えば、ＤＢ４０３に登録されるデータの内容を追加、編集する場合に利用される
。出力装置は、例えば、ＤＢ４０３に登録されるデータの内容をＥＮＵＭサーバ１０３の
管理者等が確認する場合に利用される。
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【００３０】
　さらに、ＣＰＵ４０１にネットワークインターフェイス（Ｉ／Ｆ）４０５が接続されて
いる。ネットワークＩ／Ｆ４０５は、本ＥＮＵＭサーバ１０３が接続されるＩＰ網１０６
とのインターフェイスである。
【００３１】
　図５は、本実施の形態に係るＥＮＵＭサーバ１０３のＤＢ４０３に登録されたＮＡＰＴ
Ｒレコードの一例を示す図である。同図においては、電話番号「０３１０００００００」
及び「０３１００００００１」に対応した各ドメイン名に関して登録されたＮＡＰＴＲレ
コードを示している。
【００３２】
　同図においては、電話番号「０３１０００００００」に対応したドメイン名「０．０．
０．０．０．０．０．１．３．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対して「８１３１０００
００００＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」及び「／／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｃｏｍ
／ｕｓｅｒ８１３１０００００００．ｈｔｍｌ」の２つのＵＲＩが登録されている。前者
のＳｅｒｖｉｃｅフィールドにはＳＩＰプロトコルに対応可能であることを示す「Ｅ２Ｕ
＋ｓｉｐ」と記述され、後者のＳｅｒｖｉｃｅフィールドにはｈｔｔｐプトロコルに対応
可能である旨を示す「Ｅ２Ｕ＋ｈｔｔｐ」と記述されている。
【００３３】
　また、電話番号「０３１００００００１」に対応したドメイン名「１．０．０．０．０
．０．０．１．３．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対してＵＲＩ「８１３１０００００
０１＠ｔｏｋｙｏ．ｍａｉｌ．ｃｏｍ」及び「／／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｃｏｍ
／ｕｓｅｒ８１３１００００００１．ｈｔｍｌ」に２つのＵＲＩが登録されている。前者
のＳｅｒｖｉｃｅフィールドにはＳＩＰプロトコルに対応可能であることを示す「Ｅ２Ｕ
＋ｓｉｐ」と記述され、後者のＳｅｒｖｉｃｅフィールドにはｈｔｔｐプトロコルに対応
可能である旨を示す「Ｅ２Ｕ＋ｈｔｔｐ」と記述されている。
【００３４】
　次に、本実施の形態に係るＩＰ電話システムにおいて、ＩＰ電話１０１が着信者の連絡
先情報を表示してユーザが連絡先を選択する動作フローについて、図６を参照して説明す
る。
【００３５】
　なお、前提として、ＥＮＵＭサーバ１０３のＤＢ４０３には、着信者（ＩＰ電話１０２
のユーザ）のコンタクトアドレス（ドメイン化電話番号）に対応させて幾つかのＮＡＰＴ
Ｒレコードが登録されているものとする。
【００３６】
　発信者がＩＰ電話１０１のテンキー３０２を操作して着信者の電話番号（本例では一般
電話番号）をダイヤルすると、ＩＰ電話１０１はダイヤル入力された電話番号を受け付け
る（Ｓ１０１）。
【００３７】
　次に、ＩＰ電話１０１は相手の連絡先情報を取得する処理を実行する（Ｓ１０２）。着
信者の電話番号（０４５５４４５×××）がダイヤル入力されると、入力された相手電話
番号をＥＮＵＭサーバ１０３のＤＢ４０３に登録されているドメイン名に変換する。具体
的には次の処理を実行する。入力された「０４５５４４５×××」を国番号付きのＥ．１
６４番号である「＋８１－４－５５４４５×××」に変換し、先頭の＋と数字を残して「
＋８１４５５４４５×××」とする。そして、数字以外の文字を抹消して数字間にドット
を挿入して「８．１．４．５．５．４．４．５．×．×．×」とする。次に、数字を逆順
にして最後に文字列．ｅ１６４．ａｒｐａを追加する。これにより、ドメイン名である「
×．×．×．５．４．４．５．５．４．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」を得る。
【００３８】
　ＩＰ電話１０１は、ダイヤルされた相手電話番号からドメイン名を生成したら、当該ド
メイン名にてＮＡＰＴＲレコードを問い合わせるＥＮＵＭクエリーをＥＮＵＭサーバ１０
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３に対して送出する。
【００３９】
　ＥＮＵＭサーバ１０３は、ＩＰ電話１０１から送信されたＥＮＵＭクエリーを受け付け
る。そして、ＥＮＵＭクエリーに含まれた問い合わせドメイン名である「×．×．×．５
．４．４．５．５．４．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対応するＮＡＰＴＲレコードを
ＤＢ４０３から検索する。この結果、図７に示すＮＡＰＴＲレコードが検索結果として取
得される。ＥＮＵＭサーバ１０３は、当該ＮＡＰＴＲレコードを含むＥＮＵＭ応答をＩＰ
電話１０１に返信する。
【００４０】
　ＩＰ電話１０１は、ＥＮＵＭサーバ１０３からＥＮＵＭクエリーに対するＥＮＵＭ応答
として図７に示すＮＡＰＴＲレコードを取得する。
【００４１】
　図７はＩＰ電話１０２のユーザである着信者がコンタクトアドレスとなる電話番号（ド
メイン化電話番号）に対応させて自分で指定した連絡先情報をＮＡＰＴＲレコードに埋め
込んだ具体例である。図７に示すＮＡＰＴＲレコードは、第１行、第２行にＳＩＰを用い
る連絡先情報（太郎電話、花子電話）が記述され、第３行に電子メールの連絡先情報（メ
ール）が記述されている。さらに、第４行には一般電話の連絡先情報（自宅電話）が記述
され、第５行にインターネットＦＸＡによる連絡先情報（ＦＡＸ）が記述されている。す
なわち、「×．×．×．５．４．４．５．５．４．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」のコン
タクトアドレスを持つ着信者は、ＳＩＰによる２つのＩＰ電話番号、１つの電子メールア
ドレス、１つの一般電話番号、１つのＦＡＸ番号を自己の宛先番号として登録しているこ
とになる。
【００４２】
　ＩＰ電話１０１は、受信したＮＡＰＴＲレコードから第１行目を取り出す（Ｓ１０３）
。具体的には、少なくともＮＡＰＴＲレコードの第１行目に埋め込まれた連絡先情報を取
り出す。本例では、宛先番号「sip:info@sip.aaaa.com」と、当該宛先番号を使用したサ
ービス名称「太郎電話」を取り出すものとする。図７に示すように宛先番号の後にサービ
ス名称を設定している。サービス名称は着信者が任意に定めたものである。
【００４３】
　ＩＰ電話１０１は、この取り出した連絡先情報を宛先データとして表示部２０５のＬＣ
Ｄバッファ（図示せず）へセットする（Ｓ１０４）。ＮＡＰＴＲレコードの第１行目の取
り出しが終了したら、以後同様にして処理対象行を順次繰り下げながら、各行から連絡先
情報を取り出す（Ｓ１０３、Ｓ１０４、Ｓ１０５）。
【００４４】
　ステップＳ１０２で取得したＮＡＰＴＲレコードの全ての行から連絡先情報を取り出し
たならば（Ｓ１０５）、表示部２０５のＬＣＤにサービス名称を一覧表示させる（Ｓ１０
６）。
【００４５】
　図８（ａ）（ｂ）は着信者のサービス名称を一覧表示させたＬＣＤ画面の例を示してい
る。サービス名称として「太郎電話」「花子電話」「メール」「自宅電話」「ＦＡＸ」が
表示されている。図８（ａ）では「花子電話」を発信者が選択した状態を示している。サ
ービス名称の選択は入力部２０６から行う。選択されたサービス名称（花子電話）を強調
表示（本例では反転表示であるがこれに限定されない）し、このサービス名称に対応した
宛先番号（05012345678@sip.aaaa.com）を、サービス名称（花子電話）の下に表示させる
。図８（ｂ）は「自宅電話」を選択した状態を示している。
【００４６】
　ＩＰ電話１０１は、表示部２０５のＬＣＤでサービス名称が選択されてスタートボタン
（図示していない）が押下されると、サービス名称に応じたアクセス方法にて宛先番号に
対して発信処理する。例えば、「太郎電話」が選択された場合は、宛先番号「info@sip.a
aaa.com!」のＩＰアドレスをＤＮＳサーバ１０４に問い合わせ、ＩＰ電話１０２のＩＰア
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ドレスを取得する。次に、取得したＩＰアドレスを発信先アドレスとしてＩＮＶＩＴＥリ
クエストを送出する。ＩＮＶＩＴＥリクエストはＩＰパケットの形式で送られる。なお、
ＳＩＰサーバが仲介して呼接続を行う場合は、ＤＮＳサーバ１０４にＩＰアドレスを問い
合わせる処理は必要ない。以下、ＳＩＰに基づくシグナリングが実行されてセッションが
確立して通話可能な状態になる。又は「自宅電話」が選択された場合は、ＰＳＴＮ網１０
７に対して一般電話番号で発信する。「メール」が選択された場合は電子メール機能が起
動されて本文の入力及びメール送信が行われる。これらの発信処理は発信手段としてのＣ
ＰＵ２０１が行う。
【００４７】
　このように、本実施の形態によれば、発信者がＩＰ電話１０１から着信者の１つの電話
番号を入力しただけで、表示部２０５に着信者の連絡先情報となるサービス名称を一覧表
示できる。そして、一覧表示されたサービス名称の中から１つを選択すると、対応する宛
先番号を表示することができる。発信者は宛先番号まで確認の上、着信者の指定する連絡
先に対して発信することができる。また、着信者が任意に定めたサービス名称（太郎電話
、花子電話等）を発信者の表示部２０５に表示できるので、宛先番号を列記する場合に比
べて、宛先番号を選択する際の判断がより正確かつ容易になる。
【００４８】
　なお、図９に示すように、着信者が任意に定めたサービス名称に代えて、ＮＡＰＴＲレ
コードに記述されたサービス名(sip,mailto,tel,ifax)を一覧表示するようにしても良い
。図９に例示するように、同じサービス名称(sip)が複数存在する場合は、sip1,sip2のよ
うに連続番号を付して違いを示すようにしても良い。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　本発明に係るＩＰ通信装置によれば、発信者が着信者の１つのコンタクトアドレスを入
力すると、着信者側が登録しているすべての連絡先情報を取り込んで画面表示でき、その
中から発信者が選んだ連絡先に対して発信可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の一実施の形態に係るＩＰ電話システムが適用されるネットワークの構成
を示す図
【図２】上記実施の形態に係るＩＰ電話システムを構成するＩＰ電話の構成を示すブロッ
ク図
【図３】上記実施の形態に係るＩＰ電話の外観を示す正面図
【図４】上記実施の形態に係るＩＰ電話システムにおけるＥＮＵＭサーバの代表的な構成
を示すブロック図
【図５】上記実施の形態に係るＥＮＵＭサーバのＤＢに登録されたＮＡＰＴＲレコードの
一例を示す図
【図６】上記実施の形態に係るＩＰ電話におけるダイヤル入力からディスプレイ表示まで
のフロー図
【図７】上記実施の形態において着信者の登録したＮＡＰＴＲレコードの一例を示す図
【図８】（ａ）上記実施の形態に係るＩＰ電話にサービス名称の一覧を表示して１つのサ
ービス名称を選択した状態を示す図、（ｂ）他の１つのサービス名称を選択した状態を示
す図
【図９】上記実施の形態においてサービス名称の一覧表示の変形例を示す図
【符号の説明】
【００５１】
１０１、１０２　ＩＰ電話
１０３　ＥＮＵＭサーバ
１０４　ＤＮＳサーバ
１０５　Ｗｅｂサーバ
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１０６　ＩＰネットワーク
１０７　ＰＳＴＮ網
１０８　一般電話機
２０１　ＣＰＵ
２０２　ＲＯＭ
２０３　ＲＡＭ
２０４　音声入出力部
２０５　表示部
２０６　入力部
２０７　読取部
２０８　記録部
２０９　外部Ｉ／Ｆ制御部
２１１　ＰＳＴＮ制御部
２１２　ネットワーク制御部

【図１】 【図２】
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【図９】
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